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御父の家をきよめる神の御子
（宮きよめの本当の目的）

【祈りながら考えよう】

（１）「この神殿を壊してみなさい。わたしは、三日でそれをよみがえらせる」とはどういう意味ですか。

（２）宮きよめの本当の目的は何ですか。

（３）しるしを見て信じた人々に、ご自身をお任せにならなかったの
はなぜですか。

【解 説】

（１）過越の祭りの意義

《さて、ユダヤ人の過越の祭りが近づき、イエスはエルサレムに上られた》

主イエスは、ガリラヤのカナからカペナウムに行かれた後、過越の祭りが

近づいてきていたので、エルサレムに上られた。

過越の祭りは、昔、イスラエルの民が出エジプトの夜、イスラエル人の各

家でほふった一歳の雄羊の血が入口の柱とかもいに塗られているのを見て、

主の使いが「過ぎ越された」ことに由来する（出エジプト12章）。

過越の祭りは、毎年ユダヤ暦のニサンの月の14日（今日の三月下旬から四

月中旬）で、その翌日から一週間を「種なしパンの祝い」として守った。

ヨハネ福音書2:12-25

【新改訳2017】

2:12 その後イエスは、母と弟たち、そして弟子たちとともにカペナウムに下って行き、長い日数で

はなかったが、そこに滞在された。

2:13 さて、ユダヤ人の過越の祭りが近づき、イエスはエルサレムに上られた。

2:14 そして、宮の中で、牛や羊や鳩を売っている者たちと、座って両替をしている者たちを見て、

2:15 細縄でむちを作って、羊も牛もみな宮から追い出し、両替人の金を散らして、その台を倒し、

2:16 鳩を売っている者たちに言われた。「それをここから持って行け。わたしの父の家を商売の家に

してはならない。」

2:17 弟子たちは、「あなたの家を思う熱心が私を食い尽くす」と書いてあるのを思い起こした。

2:18 すると、ユダヤ人たちがイエスに対して言った。「こんなことをするからには、どんなしるしを

見せてくれるのか。」

2:19 イエスは彼らに答えられた。「この神殿を壊してみなさい。わたしは、三日でそれをよみがえら

せる。」

2:20 そこで、ユダヤ人たちは言った。「この神殿は建てるのに四十六年かかった。あなたはそれを三

日でよみがえらせるのか。」

2:21 しかし、イエスはご自分のからだという神殿について語られたのであった。

2:22 それで、イエスが死人の中からよみがえられたとき、弟子たちは、イエスがこのように言われ

たことを思い起こして、聖書とイエスが言われたことばを信じた。

2:23 過越の祭りの祝いの間、イエスがエルサレムにおられたとき、多くの人々がイエスの行われた

しるしを見て、その名を信じた。

2:24 しかし、イエスご自身は、彼らに自分をお任せにならなかった。すべての人を知っていたので、

2:25 人についてだれの証言も必要とされなかったからである。イエスは、人のうちに何があるかを

知っておられたのである。

ガリラヤのカナからカペナウムへ
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また15日の夜に過越の食事をした。奴隷状態から解放され、紅

海を通って荒野、そして最後に約束の地に導かれたことを記念す

るものである。

（２)神の家における冒涜的なわざに対する主の怒り
ぼ う と く て き

礼拝のために遠方からエルサレムに来る人々が、お金を持参し、

エルサレムでいけにえの牛や羊や鳩を買うことは律法にかなった

ことである（申14:24-26、出30:13）。

当時、エルサレムの宮には、異邦人の庭というのがあり、異邦

人で礼拝したい人々は、そこまで入ることができた。そこには、

いけにえ用の「牛や羊や鳩を売る者たちと両替人たち」が門前市
もんぜんいち

をなしていた。

それをご覧になった主イエスは、細いなわでむちを作り、羊や

牛をみな宮から追い出し、両替人の台を引っくり返し、鳩を売る

者にこう言われた。

《それをここから持って行け。

わたしの父の家を商売の家にしてはならない》

ここで、主がなさったことの真意は何であったのか。４つ考え

られる。

①聖いものをこの世的なものに変えてしまっていたことへの叱責

異邦人の庭では、彼らがいけにえ用の牛や羊や鳩を売ること、また外国の貨幣をユダヤの貨幣に変えるための両

替屋がいること自体が間違っていたわけではない。

申命記14章24節以下のところでは、牛や羊や鳩を売ることを、モーセの律法が定めているし、いけにえ用の動

物を連れて来るのは大変で、いけにえ用の動物の検査はなかなか厄介であった。

両替の場合も、出エジプト記30章13節では、モーセの律法は、イスラエルの半シュケル貨幣で献金することを

定めていたから、これも必要であった。だから、これらの商人がここで店を出しているのは、彼らが勝手にそうし

ていたのではなく、モーセの律法に従って店を出していたのだと言ってよい。

ところが、そうした聖書に基づいたことでも、その中に、うっかりしていると、世俗的な精神が入ってきて、本

来のものが変質されてしまうことがある。

それは、祈りにしても、献金にしても、伝道にしても、同様である。本来の祈りが、人を気にする祈りに変質し

たり、献金も主への心からの感謝のささげ物であるべきものが、時として献金をすることを惜しんだり、他の人の

目を気にしたり、自己満足の献金に変質したりすることがないとは言えない。

また、伝道にしても同様のことが言える。純粋に滅び行く人への愛からなされるべきものが、恥ずかしいという

思いや、やっても人は救われないからと言い訳して、しなくなることがあるかもしれない。

純粋に神との関係であるべきものの中に、自己中心的なこの世の思惑が入り込んでしまう時、それは本来のもの

とは変質してしまっているわけであるから変えられなければならない。

②神の家を商売のために利用し、そこで不正な利得をあげている彼らの貪欲をあばくこと

神の教会のものを大事に扱わなければならない。それをいいかげんにして、主の教会に損害を与えているような

ことがあれば、大きな罪を犯していることになる。このことはすべての信者に当てはまる。

主の教会から何かうまい汁を吸おうとするだけでなく、主の教会のために、時間も、お金も才能も本当にささげ

ているかということが問われている。

③ここで店が開かれている場所は、異邦人が礼拝する場所である

異邦人の庭で、店を開き、商売をしていたら、異邦人は心を静めて礼拝することができるか。時の大祭司アンナ

スがその場所で店を開き、商売することを許したのは、異邦人の礼拝を妨害させていたようなものである。

今日の私たちにこれを当てはめてみると、求道者や新来者が来ても、その人々に対して全く無関心であったり、

一言も声をかけず、親しい者たちだけで親しんで十分な対応をせず、寂しく帰って行かせているようなもの。主は

ここで、伝道を妨げる思いに対して敢然と（困難や危険を伴うことは覚悟のうえで）立ち向かわれた。
かんぜん

④メシア預言の成就

「あなたの家を思う熱心が私を食い尽くす」という詩篇69篇９節が成就しようとしていた。このメシア預言が現

実に成就したのは、主イエスの十字架上の死の時であり、弟子たちがこのメシア預言の成就を本当に理解したのも、

十字架上の死の後、復活されてからのことであった。

宮きよめをなさるイエス
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この時、弟子たちがこのメシア預言を思い出したのは、主イエスの毅然とした態度（物事に動じない態度）に、
き ぜん

やがて死ななければならない運命を連想することができたからであった。

（３）ご自分の死と復活に関する予告

宮きよめの出来事が意味していることは、以上の４つだけであったのか。そうだとすると、この宮きよめの出来

事に続くユダヤ人の指導者たちと主イエスとの問答を、ヨハネがここに記している意図が十分に理解されない。

ユダヤ人の指導者たちは、商売人を神殿から追い払った主の権限に不審を抱いた。これだけのことをするからに

は、どのような権威を持っているのかと詰め寄った。権威のしるしを示せと言う。すると主は、彼らにこう答えて

おられる。

「この神殿を壊してみなさい。わたしは、三日でそれをよみがえらせる」

彼らは、主がご自分の体について言われたことを理解できず、そこに建っていた神殿のことだと思い、こう答え

た。

「この神殿は建てるのに四十六年かかった。あなたはそれを三日でよみがえらせるのか」

彼らが思いつく神殿と言えば、その当時建っていたヘロデの神殿しかなかった。この神殿を建造するためにすで

に46年が経過していた。それを三日でよみがえらせる、というのはだれにとっても不可能に決まっている、と彼ら

は思った。

使徒ヨハネは明確に「イエスはご自分のからだという神殿について語られたのであった」と述べ、イエスがご自

分の復活について言及されたことを教えている。

（４）宮きよめの本当の目的

主がここで示しておられる「しるし」というのは、三日目に死人の中からよみがえるということである。このこ

とと宮きよめとは、どのように関係するのか。

主が宮きよめをなさった本当の目的は、ただ単に神の家を商売の家とする不正をとがめておられるのではなく、

宮の礼拝に関わる律法を廃棄して、新しい礼拝にきよめるということ、つまり礼拝の革命にあった。

ヨハネ4章23節で、主イエスは、サマリヤの女に対して、

「まことの礼拝者たちが、御霊と真理によって父を礼拝する時が来ます。今がその時です。

父はそのような人たちを、ご自分を礼拝する者として求めておられるのです」（新改訳2017）

「まことの礼拝をする者たちが、霊とまこととをもって父を礼拝する時が来る。そうだ、今きている。

父は、このような礼拝をする者たちを求めておられるからである」（口語訳）

「まことの礼拝をする者たちが、霊と真理をもって父を礼拝する時が来る。今がその時である。

なぜなら、父はこのように礼拝する者を求めておられるからだ」（新共同訳）

と言われた「まことの礼拝（the true worship）」である。
それは、主イエス・キリストが十字架上で永遠の贖いの死を成し遂げられ、三日目によみがえられることによっ

て、旧約の動物の犠牲による礼拝を廃された時に成就した。

今日、私たちは旧約時代のような動物の犠牲をささげることによって礼拝をするのではなく、主イエス・キリス

トの十字架上の死と復活を土台とした「まことの礼拝」をささげることができるわけである。

（５）偽の弟子と本物の弟子

《過越の祭りの祝いの間、イエスがエルサレムにおられたとき、多くの人々が

イエスの行われたしるしを見て、その名を信じた。

しかし、イエスご自身は、彼らに自分をお任せにならなかった。

すべての人を知っていたので、人についてだれの証言も必要とされなかったからである。

イエスは、人のうちに何があるかを知っておられたのである》

本当のキリスト者とはどういうものなのか。あんなにりっぱな証しをしていた人、あんなによく伝道や奉仕をし

ていた人が、時として教会を去り、信仰をなくしてしまうことがある。しかし、それは何も今日だけではなく、初

代教会にもあったことで、別に不思議に思う必要はないかもしれない。

①偽りの弟子たち

主イエスが五千人以上の人々にパンを食べさせる奇蹟をなさった翌日、いのちのパンの説教をされると、それを

聞いていた弟子たちの中の多くが、「これはひどい話だ。だれが聞いていられるだろうか」と言い、「弟子たちのう

ちの多くの者が離れ去り、もはやイエスとともに歩もうとはしなくなった」（ヨハネ6:66）と、聖書は記している。

パウロもそういう人々について彼の手紙の中で言及している。「ある人たちは健全な良心を捨てて、信仰の破船に
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あいました。その中には、ヒメナイとアレクサンドロがいます」（Ⅰテモテ1:19-20）「デマスは今の世を愛し、私を

見捨ててテサロニケに行ってしまいました」（Ⅱテモテ4:10）

初代教会においても、こうした悲しむべきことはあったようで、ヨハネはその第１の手紙において、そのような

ことについての説明をしている。

「彼らは私たちの中から出て行きましたが、もともと私たちの仲間ではなかったのです。

もし仲間であったなら、私たちのもとに、とどまっていたでしょう。しかし、出て行ったのは、

彼らがみな私たちの仲間でなかったことが明らかにされるためだったのです」（Ⅰヨハネ2:19）

②主に信用されなかった人々

主が公生涯の最初の過越の祭りの間、そこで奇蹟をなさり、それを見た多くの人々が主イエスを信じたのである

が、イエスは「自分をお任せにならなかった」

ここで「お任せになる」と訳されている言葉は、ギリシャ語では、そのすぐ前の「信じた」と訳されている言葉

（pisteu,w/ピステノー）と同じ。「信頼する」という意味であるから、ここでは主イエスが彼らを信頼されなかった

ということである。

どうして、主が彼らの信仰を確かなものと信頼されなかったのかと言うと、「すべての人を知っていた」から。ま

た、イエスはご自身で、「人のうちに何があるかを知っておられ」た。

ここに、私たちと主イエスとの違いがある。「人はうわべを見るが、主は心を見る」（Ⅰサムエル16:7）と聖書が

教えているように、主イエスは、私たち人間とは違って、人の心をご覧になる。

主イエスの奇蹟を見て信じた人々の信仰を、主が信用されなかったのは、彼らの信仰がまだ本物ではないことを

見抜いておられたからである。

③本当の弟子となる道

そこで、主の本当の弟子となるには、どうしたらよいのかと言うと、主はご自分を信じたユダヤ人たちに、次の

ように言っておられる。

「イエスは、ご自分を信じたユダヤ人たちに言われた。

『あなたがたは、わたしのことばにとどまるなら、本当にわたしの弟子です』」（ヨハネ8:31）。

これと同じようなことを言われた主の御言葉を見てみると、主はぶどうの木の譬で、次のように言っておられる。

「あなたがたがわたしにとどまり、わたしのことばがあなたがたにとどまっているなら、

何でも欲しいものを求めなさい。そうすれば、それはかなえられます。あなたがたが多くの実を結び、

わたしの弟子となることによって、わたしの父は栄光をお受けになります」（ヨハネ15:7-8）

これらの個所から教えられることは、主イエス・キリストの弟子となるには、主を信じるところから始まるが、

それだけで終わらず、主の御言葉に基づき、主との交わりの中にあり続け、実を結ぶようになるということである。

主から離れては何１つできないことを心に銘記し、主と堅く結びつき続けることが必要である。その時、主が私

たちを通して豊かな実を結んでくださる。

聖書において教えられていることは、ただ信じるということだけではない。主の弟子となることである。主の宣

教大命令と呼ばれているものもそうである。主は十一人の使徒たちに対して、こう命じられた。

「ですから、あなたがたは行って、あらゆる国の人々を弟子としなさい。

父、子、聖霊の名において彼らにバプテスマを授け、

わたしがあなたがたに命じておいた、すべてのことを守るように教えなさい」（マタイ28:19-20）

ここで使われている主動詞は、「弟子としなさい」である。その内容が「父、子、聖霊の名において彼らにバプテ

スマを授け、わたしがあなたがたに命じておいた、すべてのことを守るように教えなさい」である。

つまり、入信と同時に、教育・訓練ということが、主の弟子となるための必須内容である。主イエス・キリスト

を罪からの救い主と信じるだけでなく、それから続いていく教育・訓練への服従ということが、重要な内容である。

教育・訓練を嫌がる人々を、主は信用なさらない。それは、主の弟子とはなり得ない人だからである。

しかし、私たちはまた同時に、主の本当の弟子とされるということが、どれほどすばらしい特権であるかという

ことを、今さらのように思い知らされる。

私たちのような者を、主は信用してくださっているからである。主は信用される者たちの信仰を訓練なさる。

だから、主の訓練を嫌がったり、軽んじてはいけない。

「主はその愛する者を訓練し、受け入れるすべての子に、むちを加えられるのだから」（ヘブル12:6）

「すべての訓練は、そのときは喜ばしいものではなく、かえって苦しく思われるものですが、

後になると、これによって鍛えられた人々に、義という平安の実を結ばせまる」（ヘブル12:11）のである。

主日集会2018.10.7
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エルサレムの神殿全体図


